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広
域
消
防
職
員
を
募
集

　
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
目
採
用
の

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
消
防
職

員
（
消
防
士
）
を
つ
ぎ
の
と
お
り
若

、

干
名
募
集
し
ま
す
．

受
験
資
格
　
①
高
等
学
校
卒
業
者
（
明

年
三
月
卒
業
予
定
者
を
含
む
）
で
昭

和
三
十
一
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
男
子
　
②
十
日
町
市
、
川
西
町
、

津
南
町
、
中
里
村
に
居
住
可
能
な
人

③
身
長
百
六
〇
聾
以
上
、
胸
囲
は
身

長
の
二
分
の
一
以
上
、
体
重
五
十
㎏

以
上
、
視
力
両
眼
の
場
合
○
・
八
以

上
、
一
眼
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
○
・
五

以
上
（
矯
正
視
力
可
）
で
色
神
正
常
、

　
　
寺

　
　
降

　
　
　

　
　
後

　
　
午

　
　
～
程
時

　
　
1
0
㈱

日
前

　
　
午
物

導
鐙
褒
日

　
　
1
芳

獄
用

　
　
1
関

　
　
き
ろ

　
　
　
こ

　
　
と
と

と　き　11月2日㊦／午前10時～午後3時

ところ　㈱　エ　ド　ヤ

◆血液生化学検査の結果について
　4月～9月の献血分までが保健課に届いてい
　ます。希望者は献血手帳を持参して保健課まで

おいでください。

一明日といわず今献血しましょう一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敦

そ
の
他
身
体
強
健
で
体
質
上
欠
陥
の

な
い
人
。

試
験
方
法
　
①
第
一
次
試
験
　
教
養

試
験
と
体
力
診
断
テ
ス
ト
　
②
第
二

次
試
験
第
一
次
試
験
合
格
者
に
対

し
て
口
述
試
験
と
身
体
検
査
を
行

試
験
の
期
日
及
び
場
所
　
①
第
一
次

試
験
　
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
九
日

ω
　
②
第
二
次
試
験
　
昭
和
五
十
三

年
十
二
月
下
旬
　
場
所
等
は
受
験
者

に
別
途
通
知
し
ま
す
。

受
験
手
続
　
①
申
込
書
類
等
　
十
日

町
地
域
消
防
本
部
総
務
課
に
つ
y
、
あ

㎜
雛
欝
の
体
鐵
救
急
選

…
3
目
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）

…
（
文
化
の
日
）
　
8
2
の
2
1
7
4
番

皿
5
日
富
田
医
院
（
神
明
町
）

…
　
　
　
　
8
2
の
3
2
6
9
番

一
1
2
日
中
条
病
院
（
北
原
）

…
　
　
8
7
の
3
・
・
8
番

…
1
9
目
大
島
医
院
（
川
原
町
）

一
　
　
　
　
雪
2
の
2
9
5
7
番

皿
2
3
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
）

…
（
警
の
日
）
　
8
5
の
2
0
0
3
番

…
2
6
日
　
十
日
町
病
院
（
高
田
町
3
南
）

…
　
　
　
　
8
7
の
5
5
6
6
番

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
・

ω
受
験
申
込
書
（
用
紙
は
消
防
本
部

総
務
課
に
あ
り
ま
す
）
ω
身
上
調
書

㈲
最
終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書

（
卒
業
見
込
み
の
人
は
前
年
の
も
の
）

②
申
込
受
付
期
間
　
昭
和
五
十
三
年

十
一
月
十
三
日
～
十
一
月
二
十
七
日

午
後
五
時
ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
十

一
月
二
十
七
目
ま
で
の
消
印
の
も
の

は
有
効
と
し
ま
す
）

そ
の
他
　
詳
し
く
は
十
日
町
地
域
消

防
本
部
総
務
課
（
盈
七
－
一
五
五
五

番
）
　
へ
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
一
月
一
目
困
　
午
前
九
時
～

正
午
ま
で
　
太
田
島
の
一
部
、
安
養

寺
、
姿
▼
十
一
月
二
日
困
午
前

九
時
～
午
前
十
一
時
半
ま
で
　
稲
葉

の
一
部
、
山
谷
、
小
泉
、
樽
沢
　
▼

十
一
月
六
日
側
　
午
前
九
時
～
正
午

ま
で
　
山
本
町
一
・
二
・
四
丁
目
の

各
一
部
、
山
本
町
二
丁
目
、
関
根
、

浅
之
平
、
笹
之
沢
、
池
之
平
、
落
之

水
、
孕
石
、
稲
子
平
、
長
里
　
▼
十

一
月
十
四
日
図
　
午
前
八
時
～
午
後

一
時
ま
で
　
明
石
町
の
一
部
、
川
治

の
一
部
、
大
黒
沢
、
小
黒
沢
、
伊

達
、
六
箇
山
谷
、
中
村
の
一
部
、
麻

畑
、
田
麦
、
ニ
ッ
屋
、
船
坂
、
池
沢
、

野
中
、
当
間
、
鍬
柄
沢
、
塩
ノ
又

z
事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

n
月
8
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

↑
日
町
公
民
館

53

年
7
月

生
れ
の
人

域全

い
七
」
た

／
＼でいおは方の月当亥二、、

増
望てくなが知通人個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

n
月
1
5
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

52

年
5
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

H
月
望
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
　
労

青
少
年
ホ
ー
－
ム

50
年
5
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

n
月
7
日

　
（
火
）

午
後
1
時
半

～
　
4
寺

　
日

卜
条
公
民
館

生
後
12
カ

月
ま
で
の

人

ド
条
地
区

H
月
9
日

　
（
木
）

吉
田
出
張
所

吉
田
地
区

n
月
1
0
日

　
（
金
）

水
沢
出
張
所

水
沢
地
区

n
月
硲
日

　
（
木
）

中
条
公
民
館

中
条
地
区

n
月
1
4
日

　
（
火
）

十
日
町
公
民
館

53

年
3
月

～
5
月
生

れ
の
人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

　
地
　
　
区

お年垂つぎ年賀憾がぎ

　　　　11月6日から発売

　昭和54年新年用お年玉つき年賀はがき

を、11月6Eヨから市内郵便局・切手類売

さばき所で発売します。

　ふだん亡ぶさたしている反人や知人に

も年賀状を贈りましょう。

　　　　　　　　　　（十日町郵便局）

、
漣

巌
ー
蔑
　
　
－
激
　
『

讐

　黙．総　　饗欝懸・

鱒鐡弩1鵜み
ン

がゑり

馨鰯轟

今月の納税…市民税第3期・国民1建康1呆険料第4期（納期限は10月31日です・納期内納付を励行しましょう）

O
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
O

』阪11曇・
　　　　　　　　　　口37写□

編集発行／十日町市役所（電話（代）7－3111）往1月25日（1部6円）

保
育
所
入
所
児
童
を
募
集

　
昭
和
五
十
四
年
四
月
保
育
所
入
所

児
童
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
．

希
望
者
は
市
・
社
会
福
祉
事
務
所
に

お
申
し
込
み
ぐ
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
十
二
月
十
一
日
側
～
十

二
月
二
十
目
困
ま
で

入
所
資
格
　
十
日
町
市
に
住
民
登
録

し
て
あ
り
、
保
育
に
欠
け
る
児
童

提
出
書
類
保
育
所
入
所
申
誌
署
（
用

紙
は
市
・
社
会
福
祉
事
務
所
及
び
各

保
育
所
に
あ
り
ま
す
）

そ
の
他
　
母
親
が
内
職
を
し
て
い
る

場
合
は
事
業
主
の
証
明
書
（
所
定
の

‡

用
紙
）
が
必
要
。
ま
た
祖
父
母
、
父

母
等
が
病
気
の
場
合
は
医
師
の
診
断

書
（
六
十
五
歳
以
上
は
除
く
）
が
必

要
。
入
所
選
考
に
あ
た
り
、
幼
稚
園

や
へ
き
地
保
育
所
に
入
園
が
決
定
さ

れ
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
は
選
考
の

対
象
か
ら
除
外
と
な
り
ま
す
。

募
集
予
定
人
員

牙
日
町
保
育
所

川
治
保
育
所

十
日
町
西
保
育
所

高
山
保
育
所

鐙
島
保
育
所

13　24　37　28　33
人　人　人　人　人

　
　
話離

　
　
赫

‡
来
！
米
十

明窓会が点字力レンダーを寄贈

　目の見えないかたに光をと、ボランティア活動を

続けている十日町明窓会（小杉洋司会長）では、54

年度点字カレンダー50部を作成し、35名の盲人と、

中魚沼、十日町の各市町村に寄贈しました，このカ

レンダーは、B5判26ぺ一ジで、日曜表のほか、盲

人たちの俳句、年中行事など内容豊富。会員13名が

3ヵ月あまりかけてできあがった《、グ）です。盲人部

会会長の小池琴二さんは、会員一同、明窓会の皆さ

んの熱意に感謝していますと語っていました．

北
原
保
育
所

十
日
町
幼
児
園

北
越
保
育
園

四
目
町
保
育
園

山
本
愛
泉
保
育
園

森
の
保
育
園

な
お
、

31　　18　　35　　24　　30　　19

人　人　人　人　人　人

　
　
　
　
下
条
保
育
所
に
つ
い
て
は

募
集
済
で
す
の
で
除
き
ま
す
．

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
・
社
会
福

祉
事
務
所
（
倣
七
±
丘
二
内
線

一
二
六
番
）
ま
で
．

き
れ
い
な
選
挙
を

　
　
　
　
め
ざ
し
「
宣
言
」

　
十
日
町
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
（
大
島
良
作
会
長
）
で
は
、
去
る

十
一
月
十
目
、
来
春
の
統
一
地
方
選

挙
に
お
け
る
明
る
い
選
挙
推
進
事
業

の
重
点
目
標
に
つ
い
て
討
議
を
行
い

十
日
町
市
独
自
の
宣
言
を
発
表
し
ま

し
た
。

　
　
宣
　
　
　
言

　
私
た
ち
は
、
来
春
執
行
さ
れ
る
「
統

一
地
方
選
挙
」
に
あ
た
り
、
明
る
く

き
れ
い
な
選
挙
の
推
進
を
め
ざ
し
て

つ
ぎ
の
．
一
と
を
決
議
し
、
心
を
新
た

に
し
て
今
後
の
運
動
を
積
極
的
に
展

開
す
る
．
）
と
を
宣
言
し
ま
す
、

一
、
地
方
選
挙
は
、
私
た
ら
の
生
活

に
密
接
な
政
治
を
担
う
入
々
を
選
ぶ

大
切
な
機
会
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ

こ
に
、
あ
ら
た
め
て
地
方
自
治
の
意

義
を
十
分
考
え
、
真
に
二
れ
か
ら
の

政
治
を
任
す
こ
と
の
で
き
る
人
を
選

ぶ
よ
う
に
努
め
よ
う
．

　
ま
た
、
情
実
や
因
縁
の
か
ら
ん
だ

選
挙
に
は
断
固
と
し
た
態
度
で
臨
も

，
つ
〇二
、
公
職
に
あ
る
者
や
立
候
補
者
な

ど
は
、
選
挙
区
内
に
対
し
て
色
々
な

寄
付
を
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
十
分
守

ら
れ
て
い
な
い
の
で
「
贈
ら
な
い
、

も
ら
わ
な
い
、
求
め
な
い
」
の
三
な

い
運
動
を
更
に
徹
底
さ
せ
よ
う
。

三
、
青
年
層
は
、
無
関
心
層
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
次
代
を
背

負
っ
イ
、
立
つ
者
と
し
て
、
進
ん
で
投

票
に
参
加
ず
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

家
庭
で
の
話
し
合
い
な
ど
は
、
青
年

に
与
え
る
影
響
が
極
め
て
大
き
い
の

で
、
今
後
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え

て
青
年
層
に
働
き
か
け
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

黛
イ
、
い

ウ“

蜀舗

りx
【
U
U
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琳
＾
、

鱗
編
覇
一
臨
別
教
室
棟
完
成

　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　灘　　　　　謙市民体育館開放
冬期時間割（12．1～4．30）

蓉

冊
《
鐙
島
小
学
校
》

　
　
　
四
月
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

　
　
た
鐙
島
小
学
校
の
体
育
館
と
特
別
教

　
　
室
棟
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
　
　
総
エ
事
費
約
一
億
五
干
万
円
で
、

　
　
音
楽
室
・
図
書
室
な
ど
の
特
別
教
室

　
　
六
室
と
、
バ
ス
ヶ
ツ
ト
ボ
ー
ル
零
面

　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ニ
面
が
と
れ
る
広
い

　
　
体
育
館
で
す
。
早
速
、
新
校
舎
で
の

　
　
授
業
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
　
離
職
後
で
も

　
　
健
康
管
理
手
帳
の
交

　
　
付
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
　
　
こ
の
た
び
、
労
働
安
全
衛
生
法
の

　
　
一
部
が
改
正
さ
れ
、
離
職
後
で
も
、

　
　
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
「
健
康

PM5：30～7：30 PM7：30～9：30

月 籠球・排球 バド・卓球

火 庭　　　　球 婦人バレー・排球

水 排球・卓球 バド・籠球

木 庭　　　　球 卓球・アーチェリー

金 排球・バド 排球・野球

土 野　　　　球 庭　　　　球

※第2水曜日後半は青年学級で使用

　します。

管
理
手
帳
」
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〔
斜
度
と
改
正
の
あ
ら
ま
し
〕

　
労
働
安
全
衛
生
法
で
は
、
離
職
後

の
労
働
者
に
つ
い
て
、
職
場
の
業
務

が
原
因
で
発
生
す
る
じ
ん
肺
や
が
ん

な
ど
の
重
篤
は
健
康
障
害
を
早
期
に

発
見
す
る
た
め
「
健
康
管
理
手
帳
」

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
．

　
こ
の
制
度
は
、
左
記
に
該
当
す
る

労
働
者
が
離
職
し
た
場
合
「
健
康
管

理
手
帳
」
を
交
付
し
、
離
職
後
で
も

国
が
費
用
を
負
担
し
て
定
期
的
に
健

康
診
断
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
改
正
前
は
「
健
康
管
理
手
帳
」
の

交
付
を
受
け
る
に
は
離
職
の
際
に
一

定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
し
た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ

り
、
離
職
の
後
で
あ
っ
て
も
、
一
定

の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
申
請
に
よ

り
「
健
康
管
理
手
帳
」
の
交
付
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

交
付
要
件

①
じ
ん
肺
法
に
規
定
す
る
健
康
管
理

区
分
が
三
と
決
定
さ
れ
た
人
．

②
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
を
重
合
す
る
業
務

に
四
年
以
上
従
事
し
た
人
．

③
ク
・
ム
酸
、
重
ク
・
ム
酸
の
製
造

業
務
に
四
年
以
上
従
事
し
た
人
．

④
ベ
ン
ジ
ン
の
製
造
ま
た
は
取
扱
い

業
務
に
三
月
以
上
従
事
し
た
人
．

　
こ
の
ほ
か
、
べ
ー
タ
ー
ナ
フ
チ
ル

ア
ミ
ン
、
三
酸
化
砒
素
、
製
鉄
用
コ

ー
ク
ス
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
従

事
経
験
年
数
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
詳
細
や
申
請
手
続
に
つ

い
て
は
、
新
潟
労
働
基
準
局
安
全
衛

生
課
（
8
新
潟
六
六
ー
四
一
六
一
番
）

ま
た
は
十
目
町
労
働
基
準
監
督
署

（
3
二
日
二
〇
七
九
番
）
へ
。

、
ー
、
ー
、
ー
、
1
、
ー
、
ー
ー
、
巳
監
、
ー
覧
ー
－
、
－
－
、
－
ー
、
ー
、
ー
、
一

切
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

｛
酒
井
久
子
（
吉
田
山
谷
）
　
申

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岬
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

佃
庭
野
荊
繭
（
田
川
町
）
　
佃

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
市
村
宗
一
（
大
黒
沢
）
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

申
池
田
与
三
次
（
猿
倉
）
　
　
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

分
雪
害
実
験
研
究
所
（
長
岡
市
栖
吉
町
）
佃

月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

10

大
久
保
　
健
（
新
座
）
　
　
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
也
田
マ
ス
（
田
川
町
二
）
　
蝉

た
、
◎
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

し
太
田
貞
二
（
南
鐙
坂
）
　
一

味
島
田
靖
久
（
四
日
町
新
田
）
一

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ざ
波
間
幸
三
（
本
町
五
）
　
〉

ご
池
田
正
巳
（
高
田
町
三
）
略

う
阿
部
　
進
（
若
宮
町
）
　
称

と
が
田
中
昭
治
（
稲
荷
町
四
）
敬

り
池
田
豊
太
郎
（
梅
沢
）
　
　
〈

あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

斗
庭
野
マ
サ
エ
（
田
中
町
）
　
　
｝

半
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

資
尾
身
益
雄
（
鉢
）
　
　
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

博物館

柳小

2度目の文部大臣賞に

　十日町市公民館が2度目の文部大

臣賞を受賞しました。2度の受賞は

全国でも初めてです。

　11月3日、文部省で表彰式があり

砂田文部大臣から田村公民館長に表

彰状が授与されました。

こ
来
相
談
事
項
　
所
得
税
、
贈
与

‘
　
税
、
相
続
税
な
ど
の
税
務
相

軽　
　
談
、
そ
の
他
苦
情
相
談

気
米
と
こ
ろ
市
役
所
二
階
相
談
室

お
来
と
き
＋
二
月
吾
（
火
）

ま‘
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

炎．
一
．
．
ロ
　
（
電
話
に
よ
る
相
談
も
受
け

目盧
不
ま
す
。
8
七
⊥
一
二
一
一
内

の　
　
線
二
二
九
で
す
）

税
来
担
当
税
務
相
談
室
長
岡
分
室

林
禎
作
（
砒
獄
醐
温
科
学
嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

　
　
　
　
健
精
（
美
雪
町
）
　
叩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

・
生
越
伸
雄
（
原
）
　
　
炉

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

一
関
谷
久
繭
（
津
南
町
赤
沢
）
耐

8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

皿
斎
藤
誠
旧
（
靭
蹴
櫛
鱒
舟
文
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

醐
池
田
幸
平
（
学
校
町
二
）
　
叫

”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

㎝
須
藤
善
作
（
中
条
島
）
　
申

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

伊
1
、
1
魯
、
l
l
、
ー
ー
、
I
l
旨
ー
、
ー
、
1
ー
旨
1
、
ー
旨
I
l
ー
、
ー
し

　
十
二
月
蝉
日
か
ら
搏
物
館
の
事
務

室
が
酉
本
町
の
新
し
い
建
物
に
移
り

ま
す
。

　
所
在
地
　
市
内
西
本
町
一

　
電
話
　
　
七
ー
五
五
三
噸

③1”””ll1””ll”1”1”1”llとおガ』陪6甥ら世哲””””””ll“””1”“””1”1””Illll”II”II”1””1””III”1”””“””1”1。昭和53年ll月25日

申
し
込
み
は
1
2
月
1
5
日
ま
で

　
現
在
建
設
中
の
田
川
市
営
住
宅
（
田

川
町
三
、
中
層
耐
火
構
造
三
階
建
一

棟
十
二
戸
）
は
、
明
年
一
月
中
に
入

居
で
き
る
見
込
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
入
居
者
を
つ
ぎ
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
す
る
住
宅
及
び
募
集
予
定
戸

数
第
一
種
公
営
住
宅
七
戸

■
使
用
料
　
月
二
万
二
千
円
の
予
定

■
申
込
者
の
資
格
　
①
同
居
の
親
族

が
あ
る
こ
と
（
婚
約
者
も
含
み
ま
す

が
、
入
居
の
時
点
で
同
時
入
居
が
で

き
る
こ
と
）
②
収
入
月
額
が
八
万
千

円
以
下
で
あ
る
こ
と
（
別
表
参
照
〉

■田川住宅平面図

唾

浴室

一脱衣室

便所

台所

物入

玄関

6　巾占
押
　
入

③
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
④
市
内
に
住

所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
こ
と
⑤
市

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

■
申
し
込
み
期
間
　
十
一
月
二
十
五

日
…
国
～
十
二
月
十
五
目
働
ま
で

■
申
し
込
み
先
　
市
・
社
会
福
祉
事

務
所
（
8
七
⊥
二
二
一
内
線
二
一

五
番
）
市
内
在
住
の
保
証
人
二
人
が

必
要
で
す
。

　
な
お
、
浴
室
は
あ
り
ま
す
が
、
浴

槽
及
び
釜
は
入
居
者
の
負
担
に
な
り

ま
す
。
釜
に
つ
い
て
は
、
指
定
の
型

の
も
の
を
．
取
り
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
肱

　
　
　
　
　
　
　
よ

押
入

5　巾占

階段室

6　巾占

サンルーム’
ノ～ルコニー

　　　　入居資格収入基準

入居基準（給与所得者の場合）　　　　　　　　年収（〉内1

収入基準
同居親族

1　人
2　　人

（標準慌帯）

3　　人
4　　入 5　　人 6　　人

81，000円以下
1，945，999

（162，166）

2，289，999

（190，833）

2，631，999

（219，333）

2，975，999

（247，999）

3，277，500

（273，125）

3，577，500

（298，125）

注〉　1　（〉書は月額である．
　　2　本表は収入を得ている人が1人の場合である

新潟県内の最低賃金

押入

　
新
潟
県
内
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
す
る

新
潟
県
最
低
賃
金
を
は
じ

め
、
各
種
最
低
賃
金
が
つ

ぎ
の
と
お
り
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
使
用
者
は
、
最
低
賃
金

の
適
用
を
受
け
る
労
働
者

に
、
そ
の
最
低
賃
金
額
以

上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
新
潟
県
最
低
賃
金
　
一
日
二
千
三

百
九
十
二
円
　
一
時
間
三
百
一
円

◎
卸
売
業
・
小
売
業
　
一
目
二
千
四

百
円
　
一
時
間
三
百
一
円

◎
食
料
品
製
造
業
　
一
目
二
千
四
百

六
十
八
円
　
一
時
間
三
百
九
円

◎
出
版
・
印
刷
・
同
関
連
産
業
　
一

日
二
千
六
百
二
十
円
　
一
時
間
三
百

二
十
八
円

◎
木
材
・
木
製
品
・
家
具
・
装
備
品

製
造
業
一
目
二
千
六
百
円
　
一
時

間
三
百
二
十
五
円

◎
機
械
・
金
属
製
品
等
製
造
業
及
び

自
動
車
整
備
業
　
一
日
二
千
五
百
三

十
円
　
一
時
問
三
百
十
七
円

今月の納税
固定資産税の納税はお済

みでしょうか。第4期分

の納期限は11月30日です。

◎出稼ぎのとき、出張の

ときたばこは市内でお求

めください。

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て
バ
五
＋
四
年
度
）

　
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年
一

月
一
目
現
在
で
、
事
業
用
の
償
却
資

産
を
市
長
に
申
告
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
た
に
申
告

さ
れ
る
方
は
十
二
月
二
十
五
日
ま
で

に
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

　
今
年
申
告
さ
れ
た
方
は
、
申
告
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
五
十
四
年
一

月
一
日
現
在
の
資
産
台
帳
等
に
よ
っ

て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
“
償
却
資
産
と
は
”

　
土
地
及
び
家
屋
以
外
の
事
業
の
用

に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
有
形
固
定

資
産
を
い
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
、
つ
ぎ
の
も
の
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

qD

自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
が
課
せ

　
ら
れ
る
自
動
車
等

ω
貯
蔵
品
で
あ
る
棚
卸
資
産

⑥
耐
用
年
数
一
年
未
満
の
償
卸
資
産
、

　
ま
た
は
、
取
得
価
格
十
万
円
未
満

　
の
償
却
資
産
で
取
得
に
要
し
た
経

　
費
の
全
部
が
法
人
税
法
、
所
得
税

　
法
の
規
定
に
よ
る
所
得
の
計
算
上

　
一
時
に
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に

　
算
入
さ
れ
る
も
の

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
固
定

資
産
税
係
（
奮
七
上
一
二
二
内
線

二
〇
五
有
線
五
二
五
一
二
）
へ

統
計
功
労
者
を
表
彰

　
永
年
に
わ
た
り
統
計
活
動
に
功
積

の
あ
っ
た
つ
ぎ
の
事
業
所
・
個
人
が
、

去
る
十
一
月
十
三
目
、
新
潟
県
自
治

会
館
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
．

囹
通
商
産
業
大
臣
表
彰
　
吉
沢
織
物

㈱
　
田
山
整
染
㈱

囹
通
商
産
業
官
房
調
査
統
計
部
長
表

彰
　
高
橋
房
義
（
吉
沢
織
物
㈱
）

田
山
正
二
郎
（
田
山
整
染
㈱
）

幽
全
国
統
計
協
会
連
合
会
長
表
彰

中
林
勇
雄
（
田
中
町
本
通
り
）

幽
新
潟
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰
　
尾

身
正
作
（
鉢
一
）
長
野
利
雄
（
小
泉

三
）
宮
沢
竹
利
（
田
川
町
一
）
西
野

繁
（
千
歳
町
）
　
　
〈
敬
称
略
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
ノ

ノ
　
セ
，
，
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
！
　
ノ

飲酒運転の防止を～

罵藤量σ
ヘ

ピ、
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琳
＾
、

鱗
編
覇
一
臨
別
教
室
棟
完
成

　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　灘　　　　　謙市民体育館開放
冬期時間割（12．1～4．30）

蓉

冊
《
鐙
島
小
学
校
》

　
　
　
四
月
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

　
　
た
鐙
島
小
学
校
の
体
育
館
と
特
別
教

　
　
室
棟
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
　
　
総
エ
事
費
約
一
億
五
干
万
円
で
、

　
　
音
楽
室
・
図
書
室
な
ど
の
特
別
教
室

　
　
六
室
と
、
バ
ス
ヶ
ツ
ト
ボ
ー
ル
零
面

　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ニ
面
が
と
れ
る
広
い

　
　
体
育
館
で
す
。
早
速
、
新
校
舎
で
の

　
　
授
業
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
　
離
職
後
で
も

　
　
健
康
管
理
手
帳
の
交

　
　
付
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
　
　
こ
の
た
び
、
労
働
安
全
衛
生
法
の

　
　
一
部
が
改
正
さ
れ
、
離
職
後
で
も
、

　
　
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
「
健
康

PM5：30～7：30 PM7：30～9：30

月 籠球・排球 バド・卓球

火 庭　　　　球 婦人バレー・排球

水 排球・卓球 バド・籠球

木 庭　　　　球 卓球・アーチェリー

金 排球・バド 排球・野球

土 野　　　　球 庭　　　　球

※第2水曜日後半は青年学級で使用

　します。

管
理
手
帳
」
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〔
斜
度
と
改
正
の
あ
ら
ま
し
〕

　
労
働
安
全
衛
生
法
で
は
、
離
職
後

の
労
働
者
に
つ
い
て
、
職
場
の
業
務

が
原
因
で
発
生
す
る
じ
ん
肺
や
が
ん

な
ど
の
重
篤
は
健
康
障
害
を
早
期
に

発
見
す
る
た
め
「
健
康
管
理
手
帳
」

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
．

　
こ
の
制
度
は
、
左
記
に
該
当
す
る

労
働
者
が
離
職
し
た
場
合
「
健
康
管

理
手
帳
」
を
交
付
し
、
離
職
後
で
も

国
が
費
用
を
負
担
し
て
定
期
的
に
健

康
診
断
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
改
正
前
は
「
健
康
管
理
手
帳
」
の

交
付
を
受
け
る
に
は
離
職
の
際
に
一

定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
し
た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ

り
、
離
職
の
後
で
あ
っ
て
も
、
一
定

の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
申
請
に
よ

り
「
健
康
管
理
手
帳
」
の
交
付
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

交
付
要
件

①
じ
ん
肺
法
に
規
定
す
る
健
康
管
理

区
分
が
三
と
決
定
さ
れ
た
人
．

②
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
を
重
合
す
る
業
務

に
四
年
以
上
従
事
し
た
人
．

③
ク
・
ム
酸
、
重
ク
・
ム
酸
の
製
造

業
務
に
四
年
以
上
従
事
し
た
人
．

④
ベ
ン
ジ
ン
の
製
造
ま
た
は
取
扱
い

業
務
に
三
月
以
上
従
事
し
た
人
．

　
こ
の
ほ
か
、
べ
ー
タ
ー
ナ
フ
チ
ル

ア
ミ
ン
、
三
酸
化
砒
素
、
製
鉄
用
コ

ー
ク
ス
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
従

事
経
験
年
数
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
詳
細
や
申
請
手
続
に
つ

い
て
は
、
新
潟
労
働
基
準
局
安
全
衛

生
課
（
8
新
潟
六
六
ー
四
一
六
一
番
）

ま
た
は
十
目
町
労
働
基
準
監
督
署

（
3
二
日
二
〇
七
九
番
）
へ
。

、
ー
、
ー
、
ー
、
1
、
ー
、
ー
ー
、
巳
監
、
ー
覧
ー
－
、
－
－
、
－
ー
、
ー
、
ー
、
一

切
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

｛
酒
井
久
子
（
吉
田
山
谷
）
　
申

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岬
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

佃
庭
野
荊
繭
（
田
川
町
）
　
佃

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
市
村
宗
一
（
大
黒
沢
）
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

申
池
田
与
三
次
（
猿
倉
）
　
　
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

分
雪
害
実
験
研
究
所
（
長
岡
市
栖
吉
町
）
佃

月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

10

大
久
保
　
健
（
新
座
）
　
　
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
也
田
マ
ス
（
田
川
町
二
）
　
蝉

た
、
◎
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

し
太
田
貞
二
（
南
鐙
坂
）
　
一

味
島
田
靖
久
（
四
日
町
新
田
）
一

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ざ
波
間
幸
三
（
本
町
五
）
　
〉

ご
池
田
正
巳
（
高
田
町
三
）
略

う
阿
部
　
進
（
若
宮
町
）
　
称

と
が
田
中
昭
治
（
稲
荷
町
四
）
敬

り
池
田
豊
太
郎
（
梅
沢
）
　
　
〈

あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

斗
庭
野
マ
サ
エ
（
田
中
町
）
　
　
｝

半
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

資
尾
身
益
雄
（
鉢
）
　
　
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

博物館

柳小

2度目の文部大臣賞に

　十日町市公民館が2度目の文部大

臣賞を受賞しました。2度の受賞は

全国でも初めてです。

　11月3日、文部省で表彰式があり

砂田文部大臣から田村公民館長に表

彰状が授与されました。

こ
来
相
談
事
項
　
所
得
税
、
贈
与

‘
　
税
、
相
続
税
な
ど
の
税
務
相

軽　
　
談
、
そ
の
他
苦
情
相
談

気
米
と
こ
ろ
市
役
所
二
階
相
談
室

お
来
と
き
＋
二
月
吾
（
火
）

ま‘
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

炎．
一
．
．
ロ
　
（
電
話
に
よ
る
相
談
も
受
け

目盧
不
ま
す
。
8
七
⊥
一
二
一
一
内

の　
　
線
二
二
九
で
す
）

税
来
担
当
税
務
相
談
室
長
岡
分
室

林
禎
作
（
砒
獄
醐
温
科
学
嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

　
　
　
　
健
精
（
美
雪
町
）
　
叩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

・
生
越
伸
雄
（
原
）
　
　
炉

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

一
関
谷
久
繭
（
津
南
町
赤
沢
）
耐

8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

皿
斎
藤
誠
旧
（
靭
蹴
櫛
鱒
舟
文
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

醐
池
田
幸
平
（
学
校
町
二
）
　
叫

”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

㎝
須
藤
善
作
（
中
条
島
）
　
申

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

伊
1
、
1
魯
、
l
l
、
ー
ー
、
I
l
旨
ー
、
ー
、
1
ー
旨
1
、
ー
旨
I
l
ー
、
ー
し

　
十
二
月
蝉
日
か
ら
搏
物
館
の
事
務

室
が
酉
本
町
の
新
し
い
建
物
に
移
り

ま
す
。

　
所
在
地
　
市
内
西
本
町
一

　
電
話
　
　
七
ー
五
五
三
噸

③1”””ll1””ll”1”1”1”llとおガ』陪6甥ら世哲””””””ll“””1”“””1”1””Illll”II”II”1””1””III”1”””“””1”1。昭和53年ll月25日

申
し
込
み
は
1
2
月
1
5
日
ま
で

　
現
在
建
設
中
の
田
川
市
営
住
宅
（
田

川
町
三
、
中
層
耐
火
構
造
三
階
建
一

棟
十
二
戸
）
は
、
明
年
一
月
中
に
入

居
で
き
る
見
込
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
入
居
者
を
つ
ぎ
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
す
る
住
宅
及
び
募
集
予
定
戸

数
第
一
種
公
営
住
宅
七
戸

■
使
用
料
　
月
二
万
二
千
円
の
予
定

■
申
込
者
の
資
格
　
①
同
居
の
親
族

が
あ
る
こ
と
（
婚
約
者
も
含
み
ま
す

が
、
入
居
の
時
点
で
同
時
入
居
が
で

き
る
こ
と
）
②
収
入
月
額
が
八
万
千

円
以
下
で
あ
る
こ
と
（
別
表
参
照
〉

■田川住宅平面図

唾

浴室

一脱衣室

便所

台所

物入

玄関

6　巾占
押
　
入

③
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
④
市
内
に
住

所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
こ
と
⑤
市

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

■
申
し
込
み
期
間
　
十
一
月
二
十
五

日
…
国
～
十
二
月
十
五
目
働
ま
で

■
申
し
込
み
先
　
市
・
社
会
福
祉
事

務
所
（
8
七
⊥
二
二
一
内
線
二
一

五
番
）
市
内
在
住
の
保
証
人
二
人
が

必
要
で
す
。

　
な
お
、
浴
室
は
あ
り
ま
す
が
、
浴

槽
及
び
釜
は
入
居
者
の
負
担
に
な
り

ま
す
。
釜
に
つ
い
て
は
、
指
定
の
型

の
も
の
を
．
取
り
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
肱

　
　
　
　
　
　
　
よ

押
入

5　巾占

階段室

6　巾占

サンルーム’
ノ～ルコニー

　　　　入居資格収入基準

入居基準（給与所得者の場合）　　　　　　　　年収（〉内1

収入基準
同居親族

1　人
2　　人

（標準慌帯）

3　　人
4　　入 5　　人 6　　人

81，000円以下
1，945，999

（162，166）

2，289，999

（190，833）

2，631，999

（219，333）

2，975，999

（247，999）

3，277，500

（273，125）

3，577，500

（298，125）

注〉　1　（〉書は月額である．
　　2　本表は収入を得ている人が1人の場合である

新潟県内の最低賃金

押入

　
新
潟
県
内
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
す
る

新
潟
県
最
低
賃
金
を
は
じ

め
、
各
種
最
低
賃
金
が
つ

ぎ
の
と
お
り
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
使
用
者
は
、
最
低
賃
金

の
適
用
を
受
け
る
労
働
者

に
、
そ
の
最
低
賃
金
額
以

上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
新
潟
県
最
低
賃
金
　
一
日
二
千
三

百
九
十
二
円
　
一
時
間
三
百
一
円

◎
卸
売
業
・
小
売
業
　
一
目
二
千
四

百
円
　
一
時
間
三
百
一
円

◎
食
料
品
製
造
業
　
一
目
二
千
四
百

六
十
八
円
　
一
時
間
三
百
九
円

◎
出
版
・
印
刷
・
同
関
連
産
業
　
一

日
二
千
六
百
二
十
円
　
一
時
間
三
百

二
十
八
円

◎
木
材
・
木
製
品
・
家
具
・
装
備
品

製
造
業
一
目
二
千
六
百
円
　
一
時

間
三
百
二
十
五
円

◎
機
械
・
金
属
製
品
等
製
造
業
及
び

自
動
車
整
備
業
　
一
日
二
千
五
百
三

十
円
　
一
時
問
三
百
十
七
円

今月の納税
固定資産税の納税はお済

みでしょうか。第4期分

の納期限は11月30日です。

◎出稼ぎのとき、出張の

ときたばこは市内でお求

めください。

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て
バ
五
＋
四
年
度
）

　
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年
一

月
一
目
現
在
で
、
事
業
用
の
償
却
資

産
を
市
長
に
申
告
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
た
に
申
告

さ
れ
る
方
は
十
二
月
二
十
五
日
ま
で

に
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

　
今
年
申
告
さ
れ
た
方
は
、
申
告
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
五
十
四
年
一

月
一
日
現
在
の
資
産
台
帳
等
に
よ
っ

て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
“
償
却
資
産
と
は
”

　
土
地
及
び
家
屋
以
外
の
事
業
の
用

に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
有
形
固
定

資
産
を
い
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
、
つ
ぎ
の
も
の
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

qD

自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
が
課
せ

　
ら
れ
る
自
動
車
等

ω
貯
蔵
品
で
あ
る
棚
卸
資
産

⑥
耐
用
年
数
一
年
未
満
の
償
卸
資
産
、

　
ま
た
は
、
取
得
価
格
十
万
円
未
満

　
の
償
却
資
産
で
取
得
に
要
し
た
経

　
費
の
全
部
が
法
人
税
法
、
所
得
税

　
法
の
規
定
に
よ
る
所
得
の
計
算
上

　
一
時
に
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に

　
算
入
さ
れ
る
も
の

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
固
定

資
産
税
係
（
奮
七
上
一
二
二
内
線

二
〇
五
有
線
五
二
五
一
二
）
へ

統
計
功
労
者
を
表
彰

　
永
年
に
わ
た
り
統
計
活
動
に
功
積

の
あ
っ
た
つ
ぎ
の
事
業
所
・
個
人
が
、

去
る
十
一
月
十
三
目
、
新
潟
県
自
治

会
館
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
．

囹
通
商
産
業
大
臣
表
彰
　
吉
沢
織
物

㈱
　
田
山
整
染
㈱

囹
通
商
産
業
官
房
調
査
統
計
部
長
表

彰
　
高
橋
房
義
（
吉
沢
織
物
㈱
）

田
山
正
二
郎
（
田
山
整
染
㈱
）

幽
全
国
統
計
協
会
連
合
会
長
表
彰

中
林
勇
雄
（
田
中
町
本
通
り
）

幽
新
潟
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰
　
尾

身
正
作
（
鉢
一
）
長
野
利
雄
（
小
泉

三
）
宮
沢
竹
利
（
田
川
町
一
）
西
野

繁
（
千
歳
町
）
　
　
〈
敬
称
略
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
ノ

ノ
　
セ
，
，
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
！
　
ノ

飲酒運転の防止を～

罵藤量σ
ヘ

ピ、
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電
話
帳
の
掲
載
名
等
を

変
更
し
た
い
か
た
へ
！

　
電
電
公
社
で
は
、
来
年
三
月
一
目

に
、
中
越
版
電
話
帳
（
五
十
音
別
）

を
改
刷
発
行
し
ま
す
が
、
つ
ぎ
に
該

当
さ
れ
る
か
た
は
、
こ
の
機
会
に
掲

載
名
な
ど
を
変
更
ま
た
は
追
加
し
ま

す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

①
掲
載
名
を
変
更
し
た
い
か
た
。

②
町
名
変
更
等
で
電
話
帳
の
町
名
を

変
更
す
る
必
要
が
あ
る
か
た
。

③
追
加
掲
載
し
た
い
か
た
（
料
金
が

か
か
り
ま
す
）

　
な
お
、
電
電
公
社
で
発
行
し
て
い

る
電
話
帳
以
外
の
私
製
電
話
帳
は
、

電
電
公
社
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
は
、
十
日
町
電
報
電
話
局
加

入
係
（
密
二
－
二
六
〇
〇
番
　
無
料
）

ま
で
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看

板
を
保
管
し
て
く
だ
さ
い

　
い
よ
い
よ
降
雪
期
と
な
り
ま
し
た

が
、
町
内
に
設
置
し
て
あ
る
ご
み
収

集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
板
に
つ
い
て

は
、
雪
の
中
に
埋
め
て
破
損
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
各
町
内
の
衛
生
組
合

長
さ
ん
や
班
長
さ
ん
等
で
と
り
ま
と

め
、
来
春
ま
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
冬
期
間
の
ご
み
収
集
に
つ

い
て
は
、
十
二
月
か
ら
変
更
（
計
画

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

◆
蕪
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
　
　
（
希
望
者
は
布
役
所
商
工
課
内
溝
費
者
協
会
へ
）

表
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
）
に
な
り
ま

す
の
で
、
お
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う

．
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

無
料
交
通
事
故

　
　
　
　
　
　
相
談
日

　
市
・
環
境
課
で
は
、
毎
月
第
一
木

曜
日
に
、
交
通
事
故
の
無
料
相
談
所

を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

次
回
相
談
日
十
二
月
七
目
困
午

前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で

場
所
　
市
役
所
市
民
相
談
室

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
二
月
一
日
囲
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
　
馬
場
、
水
沢
　
▼

十
二
月
十
一
日
㈲
　
午
前
九
時
～
午

と　き　12月12日⑳《午前10時～午後3時》

ところ　十日町市農協（高田町5）

と　き　12月13日㊧《午前10時～午後3時》

ところ　十目町市役所

ロ血液生化学検査の結果について
　4月～10月の献血分までが保健課に届いてい
ます。希望者は献血手帳を持参して保健課まで
おいでください。

一明目といわず今献血しましょう一・

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

12
月
1
3
日

（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

53
年
8
月

生
れ
の
人

域全

い七」だく
イ
．
」いおは方の月当該もてくなが知通人個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

12
月
1
5
日

（
金
）

午
後
1
時

～
2
　
時

52

年
6
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

12
月
2
0
日

（
水
）

午
後
1
時

～
2
　
時
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

50

年
6
月

生
れ
の
人

育
児
相
談
12
月
1
9
日

（
火
）

午
後
1
時
半

～
3
時
半

十
日
町
公
民
館

53

年
6
目

、
8
月
生

れ
の
人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
・
す

ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
緬
格

ブ
ラ
ザ
ー
編
機

中
　
吉

五
万
円

ピ
　
　
ア
　
　
ノ

中
　
古

＋
万
円

添
ー
ロ
．
L
バ
ス

（
脚
・
五
久
漏
導

鍵

囲
万
湾

エ
レ
ク
ト
：
ン

〃

｝
万
円

ジ
ュ
ー
キ
編
機

〃

鱒
亙
秀
円

子
供
罵
自
転
車

〃

不
明

ス
キ
嚢
グ
ツ

（
女
》
ラ
ン
グ
ヂ
ピ
ル

〃

三
万
円

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

〃

五
千
円

エ
レ
ギ
ギ
タ
…

〃

芳
五
千
四

焼
物
陳
列
だ
な

〃

相
談
で

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
承
イ
ル
付

（
自
鋤
準
矯
）
4
本

”

芳
一
享
絹

ミ
シ
ン
（
鰻
遡

〃

星
・
…
・
壽

電
－
芳
華
円

九
官
鳥
（
か
ご
彗

一
・
歳
位

二
万
円

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

”

五
千
円

　
　
日
市

轟
朗
相

　
　
き
5

　
　
レ
」
　
》
』

後
一
時
ま
で
　
珠
川
　
▼
十
二
月
十

三
日
困
　
午
前
九
時
～
正
午
ま
イ
、
・

高
田
町
五
丁
目
の
一
部

3
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
…

　
　
　
　
　
盈
2
の
3
2
7
6
番
㎜

31　　　24　　　17　　　10

日　　日　　日　　日

池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
…

　
盈
2
の
2
5
8
1
番
…

山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
…

　
盈
2
の
2
1
7
4
番
…

富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

　
密
2
の
3
2
6
9
番
…

中
条
病
院
（
北
原
）
　
一

　
8
7
の
3
0
1
8
番
㎜

太
田
教
委
庶
務
課
長
が
逝
去

　
太
田
道
夫
教
育
委
員
会
庶
務
課
長

は
、
八
月
よ
り
十
日
町
病
院
に
入
院

加
療
中
の
と
こ
ろ
、
去
る
十
一
月
十

三
目
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
享
年
四
十
六
歳
。
故
太
田
氏
は
、

財
政
課
、
総
務
課
を
中
心
に
、
二
十
年

余
の
間
勤
続
さ
れ
、
昭
和
五
十
二
年

四
月
か
ら
、
教
育
委
員
会
庶
務
課
長

と
し
て
、
教
育
関
係
の
市
政
に
努
力
．
、

若
手
課
長
と
し
て
今
後
を
期
待
さ
れ

て
い
た
だ
け
に
、
そ
の
死
去
は
多
く

の
市
民
か
ら
惜
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
庶
務
課
長
代
行
は
、
当
分

の
間
、
小
林
教
育
長
が
行
い
ま
す
．

　
　
結醐

　
　
赫

　
　
52
／
ん
ロ

2
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O
：

・
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

：
○

家
距
電
け
窃
い
に
書
脇
力
窃
り
”
と
う

J
　
今
年
の
歳
末
た
す
け
あ
い
に
は
、

生
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
カ

一の
い
た
だ
き
お
か
げ
さ
ま
で
百
六
十
二

徴
万
五
千
九
百
円
の
浄
財
が
集
ま
り
ま

演
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

公
、
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
ル
（
ロ
ー
タ

し
あ
リ
ー
ア
ク
ト
）
、
街
頭
募
金
（
青
婦

け
す
協
）
、
演
劇
公
演
（
女
の
一
生
を
観

た末
る
会
）
と
募
金
の
内
容
も
多
彩
で
し

歳
た
。
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ

　
の
資
金
で
歳
末
慰
問
を
し
ま
し
た
。

昭和54年出初式のお知らせ
昭和54年出初式をつぎのとおり行います。

当日は早朝から警鐘を点打いたします。

水
　
　
　
　
沢

下
条
六
箇

中
条
山
地

中
条
平
場

四十
日目
町町
●　　　　　●

吉川
田治

地
区
名

一
月
午十
前七
十日
時 困

一
月
午六
前
日
十
（
ガ
時

一
月
午四
前
日
十
休
）
時

一
月
午六
前日十
（ガ
時

一
月
午十
前
六
十
日
時
り
り

一
月
午七
前日十
（

日）

時

日
時

水
沢
出
張
所

下
条
公
民
館

六
箇
出
張
所

克
雪
セ
ン
タ
1

中
条
島
公
民
館

市
民
会
館

場
所

区　　　分 件数 金　額（円）

被保護世帯 116 232，000

要保護世帯 101 505，000

ねたきり老人 112 336，000

重度身障者（児） 65 195，000

長期入院者 140 185，400

長期施設入所者 115 172，500

計 649 1，625，900

踏
切
事
故
の
防
止
と

路
上
駐
車
の
絶
滅
を

　
雪
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

飯
山
線
で
は
、
線
路
の
雪
を
と
り
の

ぞ
く
た
め
に
、
ラ
ッ
セ
ル
や
ロ
ー
タ

リ
ー
車
の
出
動
回
数
が
多
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
車
は
、
作
業
を
し
な

が
ら
走
る
の
で
速
度
が
遅
く
踏
切
に

さ
し
か
か
っ
て
も
な
か
な
か
通
り
過

ぎ
ま
せ
ん
。
　
“
チ
ン
チ
ン
”
は
鳴
っ

た
ま
ま
だ
し
「
し
ゃ
断
棒
」
は
下
が

っ
た
ま
ま
で
す
。
そ
こ
で
、
故
障
と

早
合
点
さ
れ
て
、
棒
を
無
理
に
押
し

あ
．
ゲ
た
り
す
る
と
本
当
に
故
障
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
亮

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
　
「
し
ゃ
断
棒
」

が
下
が
っ
て
い
て
も
、
ラ
ッ
セ
ル
や

ロ
ー
タ
リ
ー
が
く
る
と
考
え
て
、
し

ば
ら
く
ご
辛
抱
く
だ
さ
い
。

　
冬
期
間
は
、
雪
の
た
め
踏
切
で
の

ス
リ
ッ
プ
、
落
輪
、
エ
ン
ス
ト
が
増

加
し
、
い
つ
も
の
月
よ
り
五
割
近
く

事
故
が
増
加
し
ま
す
．
冬
の
鉄
道
事

故
防
止
に
，
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
道
路
で
も
、
路
面
の
凍
結

や
、
雪
の
た
め
道
路
巾
が
狭
く
な
る

た
め
重
大
事
故
が
起
き
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
道
路
巾
を
広
く
保
つ
た

め
に
も
、
除
雪
に
障
害
に
な
る
路
上

駐
車
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
襲

擁総


